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5． 要旨： 

ナトリウム冷却高速炉では、シビアアクシデント (SA) 時に機械的エネルギーの放出

によって回転プラグ等の 1 次系バウンダリが損傷すると、炉心から放出されたセシウムが

大量の液体のナトリウムとともに空気雰囲気の格納容器内に移行する可能性がある。蒸発

したナトリウムやセシウムは化合物エアロゾルとなり、格納容器内で、空気や湿分との反

応や成長、格納容器内壁面や床上への沈降・沈着を経て移行するものと考えられる。シス

テム安全研究部門では、被ばく評価上重要な核分裂生成物 (FP) の１つであるセシウムに

ついて、その化合物エアロゾルがナトリウム化合物エアロゾルとともに格納容器内のコン

クリートからの湿分環境下で共存する時の物理挙動を、試験及び評価により検討している。 
本会議では、東京都市大学への委託事業「令和 4 年度原子力施設等防災対策等委託費

（高速炉シビアアクシデント時のセシウムエアロゾル挙動に関する試験）事業」[1] の進

捗打合せとして、試験の準備状況を確認するとともに、既往研究[2]を踏まえて高速炉の

SA 時の事象進展について議論し、FP として生成されたセシウムが制御棒のホウ素と化

学反応を生じる過程の熱力学的安定性評価の条件設定について意見交換を実施した。 
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